
広
報
富
士
河
口
湖

　
２４

まちづくり交付金事業　事後評価（原案）について意見を募集します！

▲河口湖南部地区　整備方針概要図

▲勝山富士見線

▲大嵐公営住宅

▲勝山中央通り線

　町では、中心市街地の活性化及び地域の歴史・文化・自然環境等の特性を活かした人口定着、観光交流

等を推進していくため、「河口湖南部地区」・「河口湖船津地区」・「西湖地区」・「河口湖北岸地区」・「精進湖・

本栖湖地区」の５地区において、まちづくり交付金を活用した事業を行っています。

　このうち、「河口湖南部地区」については、今年度が事業の最終年度で

あり、現在、事業の効果を検証するための事後評価を行っております。

　町では、河口湖南部地区における事後評価（原案）を公表し、皆様から

のご意見を募集します。

　今後のまちづくりの参考とさせていただきますので、多くのご意見を

お寄せ下さい。

＜事後評価について＞

　まちづくり交付金事業では、まちづくりの目標を達成するため、事業最終年度に事業によってあらわ

れた効果などを検証・確認し、今後のまちづくりに活かしていくための事後評価を実施することが義務

付けられています。

　事後評価は今後、まちづくり交付金評価委員会でもご審議いただき、町民の皆様からのご意見などと

併せ、その結果を公表し、今後のまちづくりの参考とさせていただく予定です。

「河口湖南部地区の事業概要」

　合併以前の、旧河口湖町、旧勝山村、旧足和田村の均衡ある地域間の発展と、定住促進による活性化を

図っていくため、公営住宅の整備や道路改良などを中心とした事業を行っており、今年度に事業が完了

する予定となっています。（事業期間　平成１６～２０年度）
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「河口湖南部地区」事後評価（原案）の概要

【目標の達成のために事業計画（都市再生整備計画）に記載した主な事業】

【事業計画（都市再生整備計画）に掲げた指標の現在の状況】

【事後評価（原案）の公表について】

テーマ : 『豊富な自然環境を活かした住空間の再生と創出』

【目標１】　公営住宅整備による地域の再生及び新たなる住空間の創出を図る。

【目標２】　身近な防災活動拠点の機能を有する公園を整備し将来予想される火山、地震の自然災害  

　　　　　への備えを充実させる。

【目標３】　幹線道路整備による地域内外との交流促進や地域の活性化を図る。

● 大嵐公営住宅の整備　　1棟、３階建３０戸

　（事業年度　平成１６～１８年度）　事業費　４億６,３００万円

● 町道の整備　　勝山富士見線、勝山中央通り線、公営住宅周辺路線、マミ穴線

　（事業年度　平成１６～２０年度）　事業費　４億４,２００万円

● 勝山小中学校体育館耐震改修

　（事業年度　平成２０年度） 事業費　９,５００万円

● 多目的芝生広場整備　　A=１,０７６㎡

　（事業年度　平成２０年度）　事業費　４,０００万円

○公表期間　１１月１４日（金）まで

○公表場所　富士河口湖町企画課（庁舎２階）及び町ホームページ

○ご意見提出期限　１１月１４日（金）

○提出方法　ＦＡＸ、郵便、メールなど様式は問いません。

→いただいたご意見などについては、まちづくり交付金評価委員会に提出します。

ご意見提出先・お問い合わせ

〒４０１-０３９２

富士河口湖町船津１７００

富士河口湖町企画課

TEL ０５５５-７２-１１２９  FAX ０５５５-７２-０９６９

e-mail  kikaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

今後のスケジュールについて

１１月　・まちづくり交付金評価委員会による審議

１２月　・事後評価結果の国への報告

 ３月　・事後評価結果の公表

　大嵐地区公営住宅の整備や道路整備などの基盤整備による地区内の魅力の向上、また、将来船津小海線が開通することでより住

みやすい地区になるという期待感が地区内の人口増加につながった。�

　今後、更なる地区内の人口の増加が見込まれる。

　勝山富士見線と勝山中央通り線の整備による地区内外への交通利便性の向上が、混雑時における河口湖ICから大嵐入口までの

移動時間の短縮につながっている。�

　今後、都市計画道路船津小海線、白木里宮線の完成により、更なる交通利便性の向上が見込まれる。

　住空間の再生と創出につながる様々な事業を実施してきた結果、満足度アンケートで満足していると回答した割合が、従前値よ

り１．６５倍増加しており、当事業による地区住民の満足度は高まっているが、満足度の倍増という目標設定が過大であった。

目標を定量化する指標 従前値 目標値 現在値

地区内定住者数 2,088人(H16) 2,296人(H21) 2,380人(H20.6)

住環境満足度 7.9％(H17) 15.8％(H21) 13.1％(H20.6)

利便性 20分(H16) 15分(H21) 15分(H20.6)
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つどいの広場

子ども教室

こどみらベビー
（14日から変更）

ふれあい教室B
（こどみら・ホール）

ふれあい教室Ａ
（こどみら・ホール）

つどいの広場
こどみらベビー（工作）

ワイワイくらぶ
つどいの広場

休館日 休館日

2 330 12/1 4 5

25 26

9

2423 27 28 29

18 1916

6

17 20 21 22

11 1210 13 14 15

6 7 8

申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。 また、各種
教室のお申し込みは、申し込み当日午前8時30分から電話【72-6053】と生涯学習課・子ども未来創造
館窓口で受け付けますので、お気軽にお尋ねください。
※詳しくは子ども未来創造館においてある11月号の「こどみらだより」をご覧ください。

リトミック

こどみらキッズ

子ども教室

子ども教室

5
ワイワイくらぶ
つどいの広場

こどみらキッズ

問い合わせ先　℡72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

★11/4～12/8のカレンダー★

★未就学児は必ず保護者と一緒に活動
　してください。
★夕方、真っ暗になる時刻が早くなりま
　した。子どもだけで利用する場合、安全
　のため5時に帰るように声をかけてい
　きます。

つどいの広場

ふれあい教室Ａ
（こどみら・ホール）

つどいの広場

つどいの広場

フェルト教室

ふれあい教室Ａ
つどいの広場

ふれあい教室Ａ
つどいの広場

つどいの広場
ふれあい教室Ｂ

つどいの広場○子

つどいの広場○子

○子

つどいの広場では、　 子育て相談・　 栄

養相談を行っています。日常のふとした疑

問を解消するのにお役立て下さい。

○子 ○栄

○栄

○栄

○栄

0歳(歩き始まるまで)・妊婦さんを対象にしたこ
どみらマムベビー１歳を対象にしたこどみらベビ
ー・２・３歳を対象にしたこどみらキッズでキッズ
体操やふれあい遊びを楽しんでみませんか？

定　員 参加費

午前１０時３０分～１１時 
マムベビーは午前１１時～１１時３０分 

マムベビー １１/２７(木)

ベビー １１/２１･２８(工作)(金) 

キッズ １１/６・２７・１２/４(工作)(木)

申込み

時　間

出席カード(参加初回に配ります) 持ち物

なし 

こどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズ

※工作には５０円かかります。

8月の休館日はありません。

子ども教室として開催された教室です。講師はも
ちろん古賀先生。将棋の極意を体験すると共に、
日本の良さも学んでみませんか？

写真家　外川英樹さんを講師に向かえ、お子さん
の自然な表情の撮影方法を教えて頂きます☆
一瞬の表情を残してみませんか？

小学校の個別懇談の日程に合わせてお楽しみ映
画会を行います。皆さんのリクエストで映画が決
定します！こどみら便りのキリトリセン以下に記入
してこどみらに持ってきてね結果は発表は11月22
日です・・・�

育児にはお母さんの心の健康が大切。少しの時間子どもと離
れて、自分のための時間を作ってみませんか？ふわふわのフェ
ルトでアンパンマンやドット柄のママの手のひらサイズの鈴入
りボールを作りましょう★

日にち １１/１９(水)

日にち スポーツレクリエーション→１１/８・２２

日にち １１/２７・２８・１２/１・２

場　所 船津小学校体育館

時　間 体育活動→９時～１１時
学習活動→１１時～１２時

時　間３時から　　　　なし

リクエスト〆切 １１/１６（日）

持ち物

時　間 午前１０時～１２時

１５人

１１/１０(月)～

２００円(一つ分)

なし

定　員

参加費

申込み

申込み

申込み

日　時１１/９(日)　午前１０時３０分～

定　員０歳から未就学親子２０組

持ち物

参加費

カメラ（フィルム・デジカメ) 

※充電・電池の確認をして下さい 

受付中　　　　５００円 

参加費申込み なし 

芸術の秋♪特別企画
�『ミニコンサート』
芸術の秋♪特別企画
�『ミニコンサート』
芸術の秋♪特別企画
�『ミニコンサート』

「ハイチーズ!「ハイチーズ!「ハイチーズ!
パパは

写真名
人

パパは
写真名

人

リクエスト大募集リクエスト大募集リクエスト大募集
こどみ

ら映画
会

こどみ
ら映画

会

ハイチーズ！
将棋教室

げんきもり森
パーティー

ミニコンサート

（勤労感謝の日） （振り替え休日）
こどみら映画会

こどみら映画会 こどみら映画会

こどみら映画会

心に
サプ
リメ
ント

心に
サプ
リメ
ント

『ニードルフェルト教室』『ニードルフェルト教室』『ニードルフェルト教室』

『将棋教室』『将棋教室』『将棋教室』

  ふなつ
子ども教室  ふなつ
子ども教室  ふなつ
子ども教室

日　時 陶芸教室→１１/１５  午後２時～午後４時
こどみらオーケストラ→１１/２９・１２/６  午後２時～午後４時
かるた作り→1１/１・１５・２９・１２/６　午後1時～午後５時 

参加費陶芸教室のみ５００円 

持ち物 陶芸教室・こどみらオーケストラ→なし
かるた作り→宿題などの学習道具･筆記用具

持ち物 体育活動→タオル･水筒
学習活動→学習道具･筆記用具

 こどみ
ら子ども教室 こどみ
ら子ども教室 こどみ
ら子ども教室

申込み 陶芸教室・オーケストラ→１１/４～ 
かるた作り→なし 

子ども教室子ども教室子ども教室

創作意欲の膨らむ秋！今回の教室は「大型かるた
作りに挑戦★」です。オリジナルかるたを作って
「新春かるた大会」で盛り上がろう！！詳しくは
こどみらだよりを見てね♪

普段は体験できない事にチャレンジしよう♪詳
しくは、こどみらだよりを見てね☆彡
※１２時を過ぎたら子どもだけでの待機になりま
　す。安全確保のため、お迎えの有無は必ずご
　家庭でご確認下さい。
※当日、活動時間の変更も考えられます。変更
　の場合は体育館前の外階段に掲示いたしま
　す。詳しくはこどみら便りを見てね★

アンコ
ールに

こたえ
て！

アンコ
ールに

こたえ
て！

※子ども教室への申込みは随時受け付けております。
　子ども未来創造館窓口までお問い合わせ下さい。

11月23日・24日

日　時１１/９(日)　午後２時～午後４時

持ち物

定　員１５人　　　　１１/４～

参加費

申込み

なし 

日にち １１/２２（土）

持ち物

時　間 午後２時～午後３時３０分

富士河口湖町に在住の音楽家や音楽を愛する人
たちがオーディエンス（観客）の皆さんと楽しむ
コンサートです。幼児から大人まで秋の良いひと
ときを素晴らしい音色とともにお過ごし下さい。

定　員 参加費 申込み なし 

☆ベビー１４日は２１日に変更になりました☆
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★3日(月)・23日(日)は祝日のため、
　28日(金)は館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp　　　  library@fujikawaguchiko.ed.jp

問い合わせ／生涯学習館

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１８日

１９日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

11月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日 9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

●小学生低学年対象 〈午後４時３０分～〉

ブラウンベア（えいご）  １１月１１日（火）
うさぎのおやこ　　　   １１月２５日（火）

ピコタイム   毎週水曜日

パパのえほんタイム　  １１月  ８日（土）
エトワールの会　　　　１１月２２日（土）

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪ ♪新着CD情報♪♪新着CD情報♪
◎おひとりさまの｢法律｣/中澤まゆみ ◎図書館ねこデューイ/ヴィッ

キー・マイロン ◎プルーストとイカ/メアリアン・ウルフ ◎シューカ

ツ！/石田衣良 ◎無用庵隠居修行/海老沢泰久 ◎カジュマルの家/

大島孝雄 ◎花束/木村紅美 ◎星のしるし/柴崎友香 ◎覇王の番人

/真保裕一 ◎傍聞き/長岡弘樹 ◎華族夫人の忘れ物/平岩弓枝 ◎

徹子さんの美になる言葉/黒柳徹子 ◎プレゼント/星野夏 ◎亡き妻

へのレクイエム/リチャード・ニーリイ ◎日本のくらしの知恵事典/神

野善治 ◎カムイ伝講義/田中優子 ◎三六九の子育て力/越川禮子 

◎困ったときのお家修繕術/鈴木雅博 　ほか

◎Expression/竹内まりや

◎Dig out your soul/oasis

◎Best of Timeline/melody.

◎Home/HOME MADE家族

◎Around４０～アラフォー～/オムニバス

◎絆歌/中孝介

◎You&Me/押尾コータロー

◎VAMPIRE/９mm Parabellum Bullet

　　　　　　ほか１１月上旬貸出開始予定　

日時：１１月２９日(土)　午後２時～

場所：生涯学習館　学習室１

課題：「国境の南、太陽の西」　村上春樹　著

第25回読書会第25回読書会第25回読書会

富士山講座

「大いなる自然　富士を知る！」
知っているようで知らない富士山のこと…講義と現地
見学で富士山の壮大さを再確認！！

心がちょっとあたたかくなるような優しい朗読を
聞きにきませんか？お気軽にご参加ください。

場　所　生涯学習館　学習室１
講　師　篠原滋美先生（河口湖南中学校教育長）
持ち物　ノート、筆記用具、雨具
定　員　２０名（定員になり次第しめきり）　

内容：「じゃまっけ」平岩弓枝　著

　　　　読み手・古屋知子

　　「しあわせはいつも」相田みつを　著

　　　　読み手・流石真弓　

お問い合わせ・お申し込み：生涯学習館【�７３-１２１２】

日程と内容

１２月１４日(日)  午後１時～

１２月２０日(土)  午後１時～

１月１１日(土)  午後１時～

樹海の違いを知ろう�
剣丸尾樹海と胎内洞窟

樹海の違いを知ろう�
青木ヶ原樹海と蝙蝠穴

寄生火山について知ろう
大室山　本栖湖

第7回 小さな秋の朗読会第7回 小さな秋の朗読会

日時:11月16日(日)　午後2時～

場所:生涯学習館　学習室１

坂本龍次様　　　みぎわ短歌会様

渡辺勝美様　　　富士短歌会様

星野昌子様　　　歌苑短歌会様

雨宮小峰様　　　川柳甲斐野会様

いつもありがとうございます！

雑誌定期寄贈者

雑誌の定期的寄贈は随時受付けております。

ご協力よろしくお願いします。
雑誌定期寄贈の
お願い
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径

（２００８年１１月現在）

【表1】町内指定及び登録文化財一覧

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

国

国

国

国

国

国

国

国

国

国

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

町

町

特 別 名 勝

重要文化財

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形民俗文化財

無形民俗文化財

天然記念物

天然記念物

天然記念物

有形文化財

有形文化財

勝 山

本 栖

精 進

本 栖

精 進

精 進

西 湖

西 湖

船 津

大 嵐

勝 山

西 湖

勝 山

勝 山

長 浜

船 津

河 口

河 口

河口湖

船 津

小 立

富士山

冨士御室浅間神社本殿

富士山原始林

精進の大スギ

本栖風穴

富岳風穴

富士風穴

竜宮洞穴

西湖蝙蝠穴及びコウモリ

船津胎内樹型

鰐口　一口

御室浅間神社文書　二通

西海文書　二点

冨士御室浅間神社文書　二十三通

勝山記　一冊

丸木船　一艘

丸木船　三艘

河口の稚児舞

河口浅間神社の七本スギ

河口湖のフジマリモ

フジマリモ及び生息地

丸尾地蔵堂

三十番神堂

町内他
１市３ヶ村

河口湖
西湖

No.指定 所在地区種　別 名　称

富
士
河
口
湖
町
の
文
化
財
に
つ
い
て

　
町
の
文
化
財
紹
介
「
古
の
小
径
」
を
文
化
財
審
議
会

よ
り
掲
載
し
始
め
て
か
ら
早
い
も
の
で
、
す
で
に
八

年
が
経
過
し
、
約
百
回
の
記
事
を
提
供
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
町
内
所
在
の
文

化
財
や
昔
の
出
来

事
、
各
地
区
の
伝

統

的

な

取

り

組

み
、
文
化
人
の
歩

み
な
ど
色
々
な
記

事
を
、
文
化
財
審

議
会
委
員
を
中
心

に
執
筆
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後

も
執
筆
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
御
期
待
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
に
は
、
七
三
件
の
指
定
及
び
登
録

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
富
士
山
（
特
別
名
勝
）
を
始
め

と
し
て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
冨

士
御
室
浅
間
神
社
本
殿
等
の
国
指
定
文
化
財
が
十
件
、

無
形
民
俗
文
化
財

・
河
口
の
稚
児
舞

を
含
む
十
一
件
の

県
指
定
文
化
財
、

今
年
度
、
新
た
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

天
然
記
念
物
・
大

杉
地
区
溶
岩
樹
型

群
を
含
む
四
九
件

が
町
指
定
の
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
文
化

庁
で
は
、
近
代
化
遺

産
が
散
逸
し
な
い

た
め
に
御
坂
隧
道
、

鹿
留
発
電
所
う
そ

ぶ
き
水
路
呑
口
部
、

井
出
家
住
宅
主
屋

一
棟
の
三
件
を
登

録
有
形
文
化
財
と

し
て
い
ま
す
。
　
　

　　
そ
こ
で
、
町
の
条

例
に
て
示
さ
れ
て
い
る
文
化
財
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
　
建
造
物
、
絵
画
、
工
芸
品
、
古
文
書
な
ど
文
化
的

　
　
価
値
が
高
い
も
の
を
「
有
形
文
化
財
」
。

二
　
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
、
無
形
の
文
化
的
芸
術

　
　
性
の
高
い
も
の
を
「
無
形
文
化
財
」
。

三
　
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
風
俗
習
慣
、
民

　
　
俗
芸
能
等
生
活
の
推
移
に
関
す
る
欠
く
こ
と
の

　
　
で
き
な
い
も
の
を
「
民
俗
文
化
財
」
。

四
　
古
墳
、
庭
園
、
橋
、
湖
沼
、
山
岳
、
風
穴
そ
の
他
の

　
　
名
勝
地
で
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
、
及
び
動

　
　
物
、
植
物
、
地
質
鉱
物
で
学
術
上
価
値
の
あ
る
も

　
　
の
を
「
記
念
物
」
。

五
　
他
に
は
「
文
化

　
　
的
景
観
地
」
。

　
　
歴
史
的
風
致

　
　
を
形
成
し
て

　
　
い
る
「
伝
統
的

　
　
建
造
物
群
」
が

　
　
あ
り
ま
す
。

富士山(特別名勝)

冨士御室浅間神社本殿(国指定重要文化財)

富士風穴(国指定天然記念物)

御坂随道(登録有形文化財)
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士
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口
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２９

『
富
士
河
口
湖
町

　
古
文
書
目
録
』
シ
リ
ー
ズ

　
　
第
二
集
を
発
刊
し
ま
し
た
！

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

小 立

船 津

船 津

船 津

船 津

河 口

河 口

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

大 嵐

大 嵐

船 津

河 口

大 嵐

大 嵐

大 嵐

本 栖

精 進

妙法寺庫裏

井出本家四脚門　一棟

井出家長屋門　一棟

円通寺庫裏

円通寺本堂

河口浅間神社本殿

黒駒大絵馬

神輿

八王子神社本殿

武田不動明王坐像

八王子神社拝殿　一棟

角行坐像

廃浄蓮寺喚鐘

妙本寺一棟内本堂、客殿、庫裏

冨士御室浅間神社里宮社

聖徳太子及び厨子

釈迦如来座像

四天王像

最乗塔

三浦家の門

大嵐山の神社

天神社本殿

神札古判木

山神社本殿

諏訪神社本殿

No.指定 種　別 名　称

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

国登録

国登録

国登録

有形文化財

有形文化財

有形文化財

有形文化財

無形民俗文化財

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

史跡

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

天然記念物

建造物

建造物

建造物

本 栖

大 嵐

小 立

小 立

本 栖

河 口

大 石

船 津

小 立

勝 山

本 栖

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

勝 山

精 進

大 嵐

河 口

河 口

河 口

本 栖

浅 川

船 津

山神社宝篋印塔

神楽殿の礎石

金銅薬師如来立像

廻り舞台

本栖六斎念仏

御坂城跡

うの島

河口湖掘抜き

川窪寺屋敷

冨士御室浅間神社二合目本宮境内地

渡辺囚獄祐の墓

東照宮御宿陣ノ跡

藤の木

イヌザクラ

オオウラジロの木（ヤマナシ）

勝山小学校創立記念樹（松）

諏訪神社の大杉

コナラ

河口浅間神社参道の杉並木

河口浅間神社の栃の木

河口浅間神社の樅の木

大杉地区溶岩樹型群

鹿留発電所うそぶき水路呑口部

井出家住宅主屋　一棟

御坂隧道

No.指定 種　別 名　称

河口他
笛吹市

【
表
１
】
は
町
内
指
定
及
び
登
録
文
化
財
の
一
覧
で
す
。
各
地
区
に
あ
り
ま
す
文
化
財
を
知
り
、
こ
れ
ら
文
化
財
の

　
保
存
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
倉
澤
　
幹
）

　
教
育
委
員
会
で
は
町
内
郷
土
史
研
究
者
の

方
の
御
協
力
を
得
て
、
二
集
目
と
な
る
古
文
書

目
録
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
す
で
に
発
刊
さ

れ
て
い
る
第
一
集
に
お
い
て
は
旧
河
口
湖
町

役
場
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
文
書
、
小
佐
野
昭

二
さ
ん
宅
な
ら
び
に
故
梶
原
健
治
さ
ん
宅
に

収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
古
文
書
を
対
象
と
し

て
調
査
・
整
理
し
、
目
録
と
し
て
発
刊
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
発
刊
の
第
二
集
で
は
、
船
津
地

区
の
井
出
與
五
右
衞
門
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
三
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
古
文
書
を
対
象
に

調
査
・
整
理
し
、
目
録
と
い
た
し
ま
し
た
。
教
育

委
員
会
で
は
、
こ
の
研
究
成
果
を
広
く
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
古
文
書
所
有
者
で
あ
り
、
資
料
提

供
に
御
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
た
二
十
一
代
目
・

井
出
與
五
右
衞
門
光
彦
氏
な
ら
び
に
当
家
の

方
々
に
、
ま
た
、
調
査
・
編
集
に
御
尽
力
い
た
だ

い
た
町
文
化
財
審
議
会
の
中
村
章
彦
委
員
を

は
じ
め
調
査
員
の
井
出
節
子
氏
、
井
出
好
久

氏
、
小
林
那

津
子
氏
、
中

村
俊
夫
氏
、

堀

内

仲

世

氏
、
望
月
幸

子
氏
、
阿
尾

智

美

氏

に

深

甚

な

る

謝

意

を

表

し
ま
す
。

所在地区所在地区



広
報
富
士
河
口
湖

　
３０

「
県
民
の
日
」
記
念
行
事
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

県
・(

社) 

県
医
師
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」

■
日
　
時
　
11
月
15
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
甲
府
市
）

■
内
　
容
　
県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
多
数
の
展

　
　
　
　
　
示
や
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
各
種
団
体
に

　
　
　
　
　
よ
る
活
動
内
容
の
発
表
な
ど

◆
県
有
施
設
の
無
料
開
放
　
11
月
20
日
（
木
）

　
県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県

　
有
施
設
で
、
観
覧
料
・
入
館
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す

●
問
合
先
　
県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5-

2
2
3-

1
3
5
0
　

　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
2
3-

1
3
5
4

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
冬
に
流
行
す
る
こ
と
が
多
い
病
気

　
で
す
。
全
身
に
高
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
な
ど
の
強
い
症
状

　
が
あ
ら
わ
れ
、
感
染
力
が
と
て
も
強
い
た
め
注
意
が
必

　
要
で
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
の
ひ
と
つ
は
「
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
」
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後
、

　
２
週
間
経
た
な
い
と
、
予
防
効
果
が
現
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
本
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
冬
に
な
っ
て
か
ら
急
に
医
療
機
関
に
行
っ
て
も
接
種
で

　
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
今
年
の
冬
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
お
早
め
に
か
か
り
つ
け
・
最
寄
り
の
医
療
機
関
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

◆
な
お
、65
歳
以
上
の
方
と
、60
～
64
歳
で
心
臓
等
の
疾
患

　
に
よ
り
身
の
回
り
の
生
活
を
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
な

　
ど
に
は
、
公
費
に
よ
る
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
県
衛
生
薬
務
課

　
　
　
　
　
　
　
（T

E
L

0
5
5-

2
2
3-

1
4
9
1
）

　
　
　
　
　
県
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
（T

E
L

0
5
5-

2
2
3-

1
4
9
4
）

　
平
成
19
年
に
山
梨
県
内
で
自
殺
し
た
人
は
３
４
２
人
。

自
殺
に
よ
る
死
は
家
族
や
職
場
な
ど
、
他
の
人
に
与
え
る

心
理
的
な
影
響
も
大
き
く
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
は
、
あ
な
た
の
“
気
づ
き
”

や
“
声
か
け
”
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
青
木
ヶ
原
樹
海
に
お
け
る
自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　
多
く
の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
（
受
付 

午
後
１
時
～
）

■
場
　
所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

■
内
　
容
　

　
講
　
演�

　
　
「
自
殺
を
考
え
る
人
へ
の
対
応
」

　
　
　
（
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
「
東
尋
坊
で
の
自
殺
防
止
活
動
の
実
際
」

　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
心
に
響
く
文
集
・
編
集
局
」
代
表
、

　
　
　
　
事
務
局
長
）
　

●
問
合
先
　
地
域
保
健
課 

（T
E
L

24-

9
0
3
5
）

※
参
加
は
無
料
で
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
定
員
は
1
0
0
名
で
す
。

　
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な
ど
で
職
場
を
離
れ
た
看
護

師
等
の
皆
様
、
今
は
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
あ

な
た
の
再
就
業
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
富
士
・
東
部
地
区
に
お
い
て
も
看
護
師
等
の
需
要
は
、
医

療
の
進
歩
や
介
護
保
険
制
度
な
ど
に
よ
り
年
々
増
加
し
て

お
り
、
就
職
が
厳
し
い
昨
今
で
あ
っ
て
も
、
高
い
求
人
数
で

す
。
看
護
師
等
に
期
待
さ
れ
て
い
る
仕
事
は
病
院
、
診
療

所
、
訪
問
看
護
、
老
人
介
護
施
設
、
行
政
機
関
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　
離
職
し
て
か
ら
の
期
間
が
空
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
不

安
を
抱
い
て
い
る
方
に
は
、病
院
に
お
け
る
最
新
の
看
護
業

務
の
習
得
と
職
場
復
帰
を
図
る
た
め
の
実
務
研
修
に
参
加

し
て
頂
き
、こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
不
安
が
解
消
さ
れ
る

よ
う
体
制
を
整
備
し
、再
就
業
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　　
ぴ
ゅ
あ
富
士
で
は
、
11
月
に
左
記
の
教
室
や
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ぴ
ゅ
あ
富
士

企
画
担
当
　
菊
池
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。
　

　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5
4-

45-

1
6
6
6
　

　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
4-

45-

1
6
6
3

■
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の

　
　
心
と
体
を
動
か
す
３
Ｂ
体
操
　
秋
の
体
験
講
座
」

■
「
親
子
で
ふ
れ
あ
う
　
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
講
座
」

■
「
わ
た
し
へ
の
ご
ほ
う
び
　
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
　
（
ス
ト
ラ
ッ
プ
）
を
作
り
ま
し
ょ
う
」

■
「
無
料
調
停
相
談
会
」
　

■
「
布
ぞ
う
り
作
り
～
健
康
的
な
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し

　
　
て
み
ま
せ
ん
か
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」

■
「
か
ん
た
ん
家
計
簿
を
作
ろ
う
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
を

　
　
２
日
間
で
マ
ス
タ
ー
」

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
相
談
は
お
早
め
に
！

い
の
ち
を
つ
な
ぐ

　
　
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』
開
催

「
看
護
師
等
再
就
業
相
談
」



広
報
富
士
河
口
湖

　
３１

■
「
男
性
が
家
族
団
ら
ん
を
演
出
！
　

　
　
お
い
し
い
珈
琲
の
入
れ
方
講
座
」

■
「
親
子
で
ク
ラ
フ
ト
～
か
ん
た
ん
！
！

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
～
」

■
「
男
の
料
理
教
室
２
～
妻
も
よ
ろ
こ
ぶ
☆
酒
の
肴
」

　
　
（
コ
ー
プ
や
ま
な
し
・
ぴ
ゅ
あ
富
士
共
催
）

　
国
土
交
通
省
及
び
山
梨
県
で
は
、12
月
１
日
、
県
下
全
域

に
お
い
て
「
平
成
20
年
住
生
活
総
合
調
査
」
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上
で
必
要

と
な
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を
含
め
て

住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意
向
・
満
足
度

等
を
総
合
的
に
調
査
す
る
も
の
で
、
５
年
ご
と
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

（
総
務
省
）
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
一
部
を

抽
出
し
、
全
国
で
10
万
世
帯
を
対
象
に
行
い
ま
す
が
、
本
県

で
は
、
一
定
の
抽
出
方
法
に
よ
り
無
作
為
抽
出
し
た
約

5
6
0
0
世
帯
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
11
月
24
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で
の
間
、
統
計
調
査
員
証

を
持
っ
た
調
査
員
が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
い
た

し
ま
す
の
で
、
調
査
を
お
願
い
す
る
皆
様
に
は
重
ね
て
お

手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
県
土
整
備
部
住
宅
課
　
計
画
担
当
　

　
　
　
　
　
（T
E
L

0
5
5-

2
2
3-

1
7
3
1
）
　

　
　
　
　

■
日
　
時
　
12
月
７
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

■
場
　
所
　
甲
府
・
国
中
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
か
い
て
ら
す
」
２
階
大
会
議
室

■
対
　
象
　
大
学
生
な
ど
新
卒
者
の
保
護
者
な
ど

■
内
　
容
　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

■
参
加
費
　
無
料
（
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
）

●
申
込
先
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

　
　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5-

2
3
3-

4
5
1
0
　

　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
3
3-

4
5
1
8

　
再
就
職
を
と
り
ま
く
法
律
に
つ
い
て
、
２
回
に
わ
た
っ

て
学
習
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
～
12
時
30
分

■
場
　
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、
育
児
・
介
護
休
業
法

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

■
日
　
時
　
12
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
～
12
時
30
分

■
場
　
所
　
市
川
大
門
町
民
会
館

■
内
　
容
　
①
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
②
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
こ
う
、
年
金
・
税
金

　
　
　
　
　
　
・
社
会
保
険

※
い
ず
れ
も
、
講
義
の
後
、
実
習
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

　
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
先
　
（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
山
梨
事
務
所

　
　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5-

2
3
6-
5
2
7
1
　

　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5-

2
3
6-

5
4
3
1

　
「
山
梨
県
最
低
賃
金
」
は
、
平
成
20
年
10
月
25
日
よ
り
、
現

行
の
１
時
間
６
６
５
円
か
ら
１
時
間
６
７
６
円
に
11
円
引

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
梨
県
労
働
局
賃

金
室
（
0
5
5-

2
2
5-

2
8
5
4
）
ま
た
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
案
内
書
配
布
期
間
　

　
　
　
　
　
　
10
月
21
日
（
火
）
～
11
月
19
日
（
水
）

■
入
札
期
間
　
11
月
13
日
（
木
）
～
11
月
19
日
（
水
）

■
物
　
件
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
字
清
眼
塚
1
1
0
8
‐
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
１
９
・
２
５
㎡

●
問
合
先
　
甲
府
財
務
事
務
所
管
財
課
　

　
　
　
　T

E
L

0
5
5
‐
2
5
3
‐
2
2
6
1
（
入
札
担
当
）

※
今
回
の
一
般
競
争
入
札
は
、
こ
の
ほ
か
に
甲
府
市
、
笛
吹

　
市
、
北
杜
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
増
穂
町
、
富
士
吉
田
市
の

　
物
件
が
あ
り
ま
す
。

　
国
や
県
、
市
な
ど
の
担
当
者
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
日
　
時
　
12
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

◆
場
　
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
３
階
大
研
修
室
（
都
留
市
）

◆
内
　
容
　
登
記
や
戸
籍
、
年
金
、
介
護
・
福
祉
な
ど
、
私
た

　
　
　
　
　
ち
の
生
活
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
、
国
や

　
　
　
　
　
市
の
担
当
者
、
行
政
書
士
、
司
法
書
士
が
相
談

　
　
　
　
　
・
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

　
　
　
　
　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要

　
　
　
　
　
で
す
。
お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（T

E
L

０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０
）

「
住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い
」

Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ 

ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

国
有
地
を
売
却
し
ま
す 

 

第
２３
回
一
般
競
争
入
札

特
設
合
同
行
政
相
談
所
の
お
知
ら
せ

「
就
職
を
控
え
た
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
の

　
　
　
　
　
た
め
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
者
募
集

山
梨
県
の
最
低
賃
金
が

　
　
　
　
　
１
時
間
６
７
６
円
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
１

そ
の
２



体
験
　
親
子
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー

第
13
回
健
康
麻
雀
大
会
　
参
加
者
募
集
！

子
育
て
サ
ロ
ン
　
お
店
で
ふ
わ
っ
と

生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
　
学
園
祭
の
ご
案
内

河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
ジ
ュ
ニ
ア
部
員
募
集

高
木
栄
子
「
紙
わ
ら
べ
の
蔵
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
い
い
お
産
の
日
　
ｉ
ｎ
　
富
士
北
麓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
演
会
の
お
知
ら
せ

フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

　
「
県
民
の
日
」
無
料
招
待
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

募

集

　
親
子
で
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
ト
ラ
ブ
ル

や
危
険
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
楽
し
く
習
得
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
11
月
7
・
21
・
28
日
　
金
曜
日

■
対
　
象
　
年
少
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
親
子

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
７
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
参
加
料
　
１
人
１
回
、
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
分

●
申
込
先
　T

E
L

72-

２
２
３
１

 

　
ス
キ
ー
を
大
好
き
な
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ま

せ
ん
か
？ 

　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
　

　
ジ
ュ
ニ
ア
部
保
護
者
会
　
梶
原
（T

E
L

20-

４
１
０
０
）

【
ミ
ニ
講
習
会
】（
石
こ
ろ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
り
ま
す
）

■
日
程
内
容
　
11
月
22
日
（
土
）
白
菜

　
　
　
　
　
　
11
月
23
日
（
日
）
き
ゅ
う
り

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

■
講
習
料
　
５
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

　
※
は
さ
み
な
ど
の
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
※
今
回
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
講
習
で
す
。

■
定
　
員
　
　
20
名
（
予
約
優
先
）

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（T

E
L

72-

6
2
3
3
）

　
富
士
河
口
湖
町
雀
健
倶
楽
部
主
催

　
　
か
け
な
い 

 

す
わ
な
い 

 

の
ま
な
い 

 

マ
ー
ジ
ャ
ン

　■
日
　
時
　
11
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

■
参
加
資
格
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　
老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

■
競
技
規
定
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
（
勝
抜
き
・
得
点
順
位
）

■
参
加
費
　
　
１
０
０
０
円

■
賞
　
品
　
　
優
勝
他
参
加
賞
等
あ
り

■
締
切
り
　
　
11
月
18
日
（
火
）
午
後
５
時

■
定
　
員
　
　
24
名
　
※
昼
食
・
飲
み
物
つ
き

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
毎
週
火
曜
日
中
央
公
民
館
で
開

　
催
し
て
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

●
申
込
先
　
　T

E
L

72
‐
1
5
2
3
（
横
地
）

　■
日
　
時
　
11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
　
開
場
午
後
２
時
　
開
演

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
２
階
和
室 

■
内
　
容
　
き
く
ち
　
さ
か
え
講
演
会

～
私
た
ち
女
性
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
の
楽
し
い
お
話
～

■
参
加
費
　
無
料
（
要
予
約
）

●
予
約
問
合
先
0
9
0-
5
2
1
4-

9
3
5
2
（
渡
邊
）

　 　
健
康
相
談
・
育
児
相
談
・
マ
マ
友
達
を
作
り
た
い
方
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
乳
幼
児
の
身
長
、
体
重
測

定
が
で
き
ま
す
。30
分
無
料
託
児
も
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
25
日
（
火
）・
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
無
料
）

■
場
　
所
　
富
士
急
百
貨
店
　
富
士
吉
田
店

　
　
　
　
　
Ｑ
‐
Ｓ
Ｔ
Ａ
　
４
階
こ
ど
も
王
国

●
連
絡
先
　
子
育
て
ふ
ぁ
ん
は
う
す
　
ふ
わ
っ
と

　
　
　
　
　T

E
L

23
‐
３
２
３
６
（
渡
辺
）

※
こ
の
事
業
は
、
山
梨
県
委
託
事
業
で
す
。

■
日
　
時
　
12
月
21
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
開
場
　

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
曲
　
目
　
崖
の
上
の
ホ
ニ
ョ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ク
ラ
シ

　
　
　
　
　
ッ
ク
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
他

※
入
口
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
募
金
な

　
ど
は
社
会
福
祉
団
体
へ
寄
贈
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
羽
田
（T

E
L

0
9
0
‐
1
5
3
8
‐
2
4
3
9
）

★
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

　
　
　
～
愛
・
自
然
・
調
和
・
心
を
一
つ
に
～

■
日
　
時
　
12
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
専
門
学
校
　
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
内

■
内
　
容
　
演
劇
、
茶
席
、
模
擬
店
、
服
飾
、
書
道
、
華
道
等

　
　
　
　
　
の
展
示
、
バ
ザ
ー
等
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
専
門
学
校
　
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園 

　

　
　
　
　
　T

E
L

72
‐
２
１
１
０
　

　
11
月
20
日
の
山
梨
県
民
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
フ
ジ
ヤ
マ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
入
館
無
料
な
ど
の
対
応
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
「
開
館
５
周
年
記
念

特
別
展
示
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
画
家
た
ち
に
よ
っ
て

様
々
に
描
き
出
さ
れ
た
富
士
山
の
美
し
さ
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://www5.ocn.ne.jp/~yousin/
広
報
富
士
河
口
湖

　
３２


